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１．はじめに 
 中国特許の出願動向や早期公開特許、出願人ランキングなどは毎年 6 月になると前年

の統計データを追完する形でフォローしています。2021 年 2 月に紹介した「中国特許情

報の実態」1) の一部データの更新版です。 
  

中国の PCT 特許出願件数が米国を抜いて１位になった、日本の特許出願数がじり貧

であるのに中国は年々出願が増大し、2018 年には 150 万件を突破した、などの情報は

企業で特許調査している担当者にとってはほとんど関心なく、「ふぅ～ん」で終わって

しまいます。特実併せて 450 万件となり、調査が大変、と騒ぎ立てる方もいるようで

すが、後ほど紹介するように特許だけをみても権利が維持されているものは 40％未満

です。中国内国出願が多い実案に至っては、5 年以上権利維持しているのはわずかです。 
 
企業の調査担当者にとっては、自社の技術が世界的に見て（あるいは国内では）どの

ような位置づけにあるのか、その技術で新規性や進歩性を持たせた出願をして他社を排

除したり、けん制したりすることができるのか、はたまた他社の権利を侵害せずに実施

が可能か、などが関心事であると思います。 
 

素材やシステムなどを開発している研究者にとってはこれから探索する研究が既に

世の中にどの程度存在し、あるいはまったく新規なものであるのかどうかなどが関心事

であって、各国の特許の出願数の推移や出願人のランキングなどは関心ないといっても

いいかもしれません。 
 
 年々出願が増大する中国特許情報ですが、中国では出願から 18 か月を待たずに公開

される特許が 2012 年以降、増え続け、最近では全出願の６０％以上が出願～6 か月以

内に公開されているという状況です。出願～6 か月以内に公開になる特許を早期公開特

許と定義してその動向もフォローしています。 
 

通常公開出願も含めた出願ランキング上位の出願人も出願～6 か月以内の公開特許

が全出願の８０％以上というのもある一方、HUAWEI、SINOPEC、ALIBABA など出

願ランキング上位の主要出願人も早期公開特許に対応していない出願人もあるなど多

様です。最近のその状況を紹介しました。 



早期公開特許の出願状況は 2012 年以来フォローしており、 特技懇 2019 2)や パテン

ト 2014 3)でも解説しています。 
 
各データベースの公開（登録）数はデータ更新のたびに増加し、有効登録特許数は新た

に登録となったもの、失効したものなどを勘案するとこれも更新のたびに増減します。 
これに対し、公報発行日基準ではデータの修正がない限り変化することはありません。

公報発行日基準の出願推移などは出願の実態を把握できない、ということから公的機関な

どの報告では出願年基準のデータが採用されることが多いのですが、それらのデータも半

年もすれば状況に変化があることを認識して議論する必要があります。 
 
そのために出願年基準で取得したデータは必ずデータ取得日（またはデータ更新日）を

記載することが重要です。 
本稿では原則、公報発行日を基準に収録数を求めていますが、CNIPR では更新日（毎週

火曜、金曜）にデータが反映されますが、各種商用データベースではデータベースに収録

されるまでのタイムラグもありますので留意する必要があります。 
また、直近の登録、または失効データなど法的状況は商用データベースでは得られない

こともあり、包袋データベースに当たって確認する必要もあります。 
 
尚、包袋データベースに入るには https://english.cnipa.gov.cn/を開いて Quick Links に

ある Query をクリックすると以下のページからユーザー登録して利用できます。 
https://cpquery.cponline.cnipa.gov.cn/user/login 

 
２．中国特許出願推移 
中国特許庁(CNIPA)から公表された特許、実案、意匠の出願推移を図１に、データベース

(中国知識産権局 CNIPR)から求めた公開特許数を図２に、2023 年 7 月現在、登録となって

年金も支払われ維持されている有効特許数を図３に示しました。CNIPA 公表の出願数は変

動することはありませんが、公開特許数、有効特許数（実案も）は出願年基準では毎週デ

ータ更新される度に変化します。 
 

 2019年のCNIPA出願数は2018年より落ち込んでいますが、これは近年増加している「非

正常出願」によるものではないかと考察し 4), 5)、その取り締まりが強化されたための減少で

はないかとも言われています。 
それでも 2019 年は 140 万件の出願があります。公開特許数も早期公開特許が多いとはい

え、２～３年は上積みされます。公開前に取下げになったものは CNIPA 出願公表数となり

ますが、これらはデータベースに蓄積されませんので、CNIPA 出願公表数を超えることは

ありませんが、何故か出願年基準でのデータベース公開数の方が多くなっている場合があ



ります。これは分割出願分がカウントされたものとも考えられますが、後日、分割出願分

を抽出して補正したいと思います。 
 

 
図１．CNIPA 公表の特実意匠出願推移 

 

 
図２．公開特許、登録実案、意匠推移 

 
 図１は出願年基準、図２は発行年基準の抽出数です。我々がデータベースから得る情

報は図２の範囲内のものとなります。 
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図３．CNIPA/CNIPR 公開特許および有効特許数（2023 年 7 月 2 日現在） 

 
有効登録特許は、出願後、公開を経て審査請求され（出願と同時にでも可）、審査を経て

公告となり、年金を納付して有効登録特許となります。日本や韓国など他の諸国とは異な

り、中国では公開前に審査請求しても審査が始まることはありません。公開されることが

審査の前提です。「公開前登録特許」というものもありません。 
 
登録となり、年金が納付されてもその後の年金未納などによって減少していきます。有

効特許数の推移は図３のとおりですが、ここには審査請求前、審査中の公開特許は含まれ

ていません。審査を経て登録特許も増えていきますが、逆に年金未納のものも順次増えて、

出願年基準での有効特許（有効率）は 40％を超えることがありません。 
権利ある有効な登録特許は、世間が騒ぐほど膨大なものではないのです。外国出願人の

維持率に比べ、内国出願人の維持率が極めて低いことは昔も今もあまり変わりないようで

す。 
 
したがって、権利侵害の有無は、未審査および審査中の公開特許の登録状況と、この有

効登録特許を把握すればよいことになります。 
特定の案件の生死は法律状態情報や包袋を確認することになりますが、検索 Tips「東ア

ジア特許の生死情報（その１．中国）」などをご確認ください。6) 
 
３．早期公開特許 
 出願～6 か月以内の早期公開特許の年々増加していますが、その最新版をお届けします。 
図４～図７は半年単位でカウントした早期公開特許、実案、登録特許、意匠の出願推移で
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す。同様に、図８～図１１は 1 か月単位でカウントした超早期公開特許、実案、登録特許、

意匠の推移です。 
 

 
図４．早期公開特許 

 
 2022 年の出願～6 か月以内公開の伸びは若干抑えられているようですが、これも非正常

出願の行政指導の影響でしょうか。2023 年のデータで確認したいところです（2024 年 6
月末の予定）。 
 
 出願～6 か月以内の早期公開特許は 2012 年から急激に増えるようになり、その当時は

公開特許は出願から 18 か月後に公開、と思っていました。2013 年北京で開催された特

許情報フェア(PIAC)の会場（北京）で京东方科技(BOE)の知財担当者から中国の早期公

開特許について意見をうかがう機会を得ました。BOE は早くから出願～6 か月以内の早期

公開を実施していました。それ以降、関心を持って早期公開特許をフォローしています。

早期公開の意義などについての考察は既出の文献を参照ください 1), 3) 。 
 

 
図 5．超早期公開特許月別出願推移 
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 月別単位の超早期公開特許の推移を図５に示しました。2019 年出願以降は、出願～4
か月辺りがピークとなっているようです。 
 

 
図 6．早期登録実案 

 
 2016 年～2021 年の実案登録は 7～12 か月がほとんどでしたが、2021 年以降、出願

～6 か月以内登録が増えてきました。2022 年の 7～12 か月は 2023 年 12 月に抽出予定

ですが、2022 年の月別実案登録は出願から 5 か月、６か月に集中していることから、

おそらく出願～6 か月以内登録数を越えることはなさそうです。 
 

参考までに登録特許と意匠の 6 か月単位の出願推移も示します。登録特許の場合には

審査に時間もかかることから「早期登録特許」という概念は当てはまりませんが、図７

から、やはり近年になって出願～6 か月以内に登録になるものが増えてきたようです。

どのような分野の出願か後日確認したいと思います。 
 

 
図 7．早期登録特許 
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 意匠でも 2022 年の月別意匠登録は出願から 4 か月、5 か月に集中しています。 

 
図 8．早期登録意匠 

 
４．出願人ランキング 
 特許のみについて出願人ランキングを抽出してみました（早期公開特許出願人ランキ

ングについては既出の検索 Tips「中国早期公開特許」1） をご覧ください）。 
 2022 年公開特許 2000 件以上の出願人ランキングを簡体字のまま表１に示しました。 
 

表１．中国公開特許ランキング（2022 年） 
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上位 63 件の内、外国出願人はわずかに 4 社です。中国科学院や人民解放軍も様々な機関

から出願されていますが、ここでは 1 つの機関として名寄せしています。国家電網も「国

網〇〇電力」などの関連機関が存在し、従来、国家電網グループとしてカウントしてきま

したが、ここでは国家電網本体のみの出願としています。 
また、阿里巴巴(Alibaba)はケイマン群島(KY)を拠点として中国本土に出願していますが、

実質的に中国企業として捉えています。 
 2022年公開特許 1000件以上の出願人ランキングを 2016 年以降の推移と共に参考表 1～
６に紹介しています。 
 
相変わらず大学からの出願も多いようです。そこで 2022 年に 1000 件以上出願している

大学の出願人ランキングを表 2 に示しました。 
2022 年全公開数 1677702 件の内、大学の公開数 255119 件は全体の約 15％を占め、公

開数 1000 件以上の大学は 66 大学存在します。 
 

表 2．大学公開特許ランキング（2022 年） 

 
 
大学からの出願はどのような技術が多いか、また、大学以外と共願しているケースもあ

り、どのような技術で共願しているか興味あるところです。 



 「电子科技大学」は西安电子科技大学 or 桂林电子科技大学 or 杭州电子科技大学 or 东
莞电子科技大学などの地方の电子科技大学を除いて抽出しています。 
 外国出願人について日本、台湾、韓国、米国、ドイツ、フランス、その他の EU 別に 100
件以上の出願人ランキングを紹介しました。 
 

表 3．日本公開特許ランキング（2022 年） 

 
表 4．台湾公開特許ランキング（2022 年） 

 



 
 台湾は中国特許データベース上では「台湾省」として中国内国出願人扱いになっていま

すが、台湾積体電路製造(TSMC)など半導体関連会社も多く、関心もあり別途抽出しました。 
 もちろん、表４の台湾公開特許は、台湾から中国に出願されたものだけで、台湾特許庁

に出願された台湾特許とは異なるので注意が必要です。 
 

表 5．韓国公開特許ランキング（2022 年） 

 
 

表 6．米国公開特許ランキング（2022 年） 

 

 
 
 



表 7．ドイツ・フランス公開特許ランキング（2022 年） 

 
 

表 8．その他 EU 公開特許ランキング（2022 年） 

 
 
 手元リストには、2022 年公開数 100 以上の企業、機関（300 を超える）の 2010 年以降

の推移があるが、社名変更や M&A などによる新たな出願は把握しきれないところあり、網

羅しているつもりでもまだ漏れはあると思います。 
 



 
 以下の参考表１～６には 1000 件以上出願の 2016 年以降の公開推移を示した。逐次、漏

れも補完していきたい。 
 うちの会社はランク表の出願数以上の出願があるが入っていない、など漏れがあるかも

しれません。ご指摘いただければ幸いです。 
原則、法人格は省略しましたが、法人格を省略するとノイズが多くなる出願人について

は一部法人格を表記しています。 
 
 尚、2022 年公開特許の特定期間については CNIPR の英表記が異常であるので（多くの

商用データベースにも波及）英語検索する場合には注意が必要です。7) 2022 年公開分につ

いては英語検索は不可といってもいいでしょう。 
 
５．参考表（公開推移） 
 2022 年出願が 1000 件以上の出願人の 2016 年以降の公開推移を紹介しましたが、2021
年から 2022 年公開数が 2 倍以上になっている出願人は黄色でマークしました。 
 英表記と日本語表記も参考までに示しましたが、すべて中国語異表記を名寄せして抽出

したものです。英表記では大文字、小文字混在ですし、日本語表記では適当な日本語が見

つからない場合には簡体字そのままとしています。 
 また、外国出願人は国名を緑でマークしています。 
 
参考表１ 

 

 
 



 
参考表２ 

 
 
参考表３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



参考表４ 
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参考表６ 
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 本件内容、および既出の検索 Tips に関し、誤りの指摘、コメントその他ご意見は以下の

アドレスまでいただければ幸いです。 
 patentsearch2006@yahoo.co.jp 

以上 


